
様式第二号の十四(第人条の十七の三関係)

(第 1面)

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和  7年  6月 30日

大分県知事

(市長) 殿

提出者 〒870-1192

住 所 大分県大分市大字旦野原 700番地

氏 名 国立大学法人大分大学

学 長 北 野 正 岡1

電話番号  097-569-3311(代 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 ■項の規定に基づき、

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

年度の特別管理

事 業 場 の 名 称 国立大学法人大分大学 医学部

事 業 場 の 所 在 地 大分県由布市1丈間町医大ケ丘 1丁 目1番地

事 業 の 種 類 教育・学習支援業及び医療・福祉

宰

‖管理産

智

棄物処

観

画にお1格
令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 (1年間)

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   ′出   量 295。  2t 全 処 理 委 託 量 295, 2t

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
295。  2t

自ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t
再生利用業者への

処 理 委 託 量
293. 5t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
1. 5t

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う
特別管理産業廃棄物の量

t

認定熱回収業者以外の熱

回収を行う業者への処

理 委 託 量

t

電子情報処理組織の使用に関する事項

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 排 出 量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

前 々年度

前 年 度

296.

305.

4t

Ot



(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組)

※事務処理欄

(日本産業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 ( 特別管理産業廃棄物の種類: 感染性産業廃棄物 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

300.6t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

1.6t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

302.2t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理により
減量した量

自ら中間処理した後
の残さ量

ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分した量排  出 量

302.2t
①

有 償 物 量

不要物等発生量

実績値

302.2t

302.2t

302.2t

300.6t

1 6t

項 目

①」F出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+③自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

〕
副
）



計画の実施状況 ( 特別管理産業廃棄物の種類: 廃油(引火性廃油) )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

2.7t
⑫

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.7t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
の残さ量

処理により自ら中
減量した量

回収うち

を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接理立処分した量

自ら中間処理
した量

」F 出 量

2.7t
①

有 償 物 量

不要物等発生量

2.7t

2.7t

2.7t

2.7t

項 目

①」F出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

オ
翠

、
Ｅ

ヽ



計画の実施状況 ( 特別管理産業廃棄物の種類: 強酸

0.Ot

0.Ot

0.Ot

0.Ot

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0.Ot
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0.Ot

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.Ot

①

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理により

減量した量

自ら中間処理した後
の残さ量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

排  出 量

0.Ot
①

有 償 物 量

不要物等発生量

オ
浮

ヽ
□

ヽ



特別管理産業廃棄物の発生・処理フロー図

研究マネジメン ト機構

研究支援センター

動物管理部門

感染性一般廃棄物

(実験動物等廃棄物 )

感染性産業廃棄物

廃棄物保管庫

(管理責任者は病院長)

(保管は業者委託)

附属病院病棟・外来等

感染性産業廃棄物

(注射器、採血管等 )

廃油 。廃酸

(エタノール・ホルマリン等)

医 学 部

廃  酸

実験廃液保管庫

(管理.保管は職員)

廃  油

附属病院検査部・薬剤部等

廃     油
(キシレン・アセトニト,ル姿争)

(同一敷地内・ J爽間キャンパス)

が 職員が回収

(廃液カード添付)

|

職員が回収

(廃液カード添付)

|

委託業者が

運搬 。学外処分運搬

(マニフェス ト交付)

委 託 業 者 が

運搬 。学外処

分

(マニフェスト

交付 )

者委託が

搬・学外処分 (マニフェスト交付)


